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1.はじめに

視覚障害者に対する屋外での位置情報提供手段と

しては、点字標識や点字ブロックなどが利用されて
いる。しかし、それらは設置費用が高額となること、

あるいは簡単に設置場所を変更することが困難であ
ることといった問題点が存在する。さらに、こうし

た方法を屋内に応用する場合には、取り付け場所の
確保や、晴眼者の歩行や物品運搬の妨げとならない

ような方法を考慮しなければならない。
そこで、我々は屋内位置情報提供手段としてバー

コードに着目した。バーコードを用いることにより
専用の読み取り装置は必要となるものの、簡単に標

識の取り付けや、設置場所の変更を行うことができ
る。さらに、廊下などの景観を考慮して、近赤外領

域でのみ反射特性の変化する顔料で作成した非可視
型バーコードを利用することとした1)。これを廊下

壁面の下部にある幅木部分に貼り付けることにより、

可視光領域では同一色で見分けることは出来ないが、
近赤外領域に感度を持つビデオカメラを利用するこ

とにより、バーコードそのものを検出可能なシステ

ムを構成することができる。
今回は、屋内を単独で移動する視覚障碍者に対し、

位置情報提供手段としては非可視型バーコードを利
用し、入力装置としてはCCDカメラを利用した位

置案内方法について述べる。また、移動中にバーコ
ードを検出する場合の移動速度と認識率の関係につ

いて示す。2.方法

2-1非可視型バーコードの構成

非可視型バーコードを構成するために使用した顔料の分光特性を図1に示す。可視光領域では、2種類の試料の反射率は同程度であるが、近赤外領域で

は、試料Rの反射率だけが高くなる。この試料Rを

パーヨードのホワイトバーに、試料Cをプッラクバ
ーに使用する。これにより、近赤外領域でのみ識別
可能なバーコードを作成できる。バーコ-ドシンボ

ルの形式は、物流商品用としてJIS化されている
ITFシンボル2)を参考に10進数2桁を表現でき
るものとする。

2-2装置構成

図2に装置構成を示す。まず、バーコード画像を
入力するためのビデオカメラ(CanonLX-1)を台車
に乗せて移動する。次に、カメラからの画像を画像
入力ボード(CANOPUSSperCVI)を搭載したパーソ

ナルコンピュータ(Proside:JD1994- 50, 80486DX50

MHz)で処理する。最後に、処理結果から検出した

バーコードに対応する部屋名等の位置情報を、音声
合成装置(SANYO VSS- 300)を用いて出力する。

2-3　移動速度と認識率
図3に撮影を行った動作環境を示す。それぞれの
部屋の近傍の幅木に部屋名に対応したバーコードを

貼り付ける。ここで使用する台車は、超音波センサ

などの並用により、廊下中央を直進できるものと仮
定する。本測定中、台車は図中の矢印部分を進む。

実験では、カメラを乗せた台車の移動速度を変化

させた場合のバーコードの認識率を測定する。移動
速度は、 50-500mm/s間の10段階とし、各10
回づつ測定を行う。また、標識は4種類使用する。
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図4に移動速度と認識率についての測定結果を示
す。ここでの認識率は、それぞれのバーコードにつ

いて案内か成功した回数を試行回数で割ったもので
ある。案内が成功した回数は、廊下に貼ってあるバ
ーコードの前をそれぞれの速度で移動した場合の、

そのバーコードに該当する部屋名を音声出力できた
回数を表す。ここで、出力文字数としては長大20

文字に設定した。その結果、 200mm/sまでは認識
率が100%となっているが、その後急激に認識率が

低下し、 500mm/s以上では認識不可能となった。

4.考察
4-1.非可視型バーコード

屋内での位置情報提供手段としてバーコードを利

用することの利点を、従来の点字標識や点字ブロッ
クと比較すると以下の2点が挙げられる。まず第一

に、点字標識では、視覚障害者が標識そのものの場
所を見つけだす必要があり、さらに標識自体が剥離

してしまう場合もある。これに対して、パーコード
を利用する場合は、ビデオカメラによって検出を行

うので、標識を非接触的に検出し情報を取得するこ
とが可能である。第二に、点字ブロックを廊下に設置する場合、廊下に凸凹ができてしまうため晴眼者にとっては歩きづらいものとなる。一方、今回の方

式では、非可視型パーコードと、CCDカメラを利

用することにより、壁面上への標識の取り付けが可
能となった。

4-2移動速度と認識率
移動速度が200mm/s以下では、それぞれのパー

コードについて音声出力が可能であった。認識率低
下の原因としては、移動速度の上昇による入力画像

のぶれの発生が考えられる。このため、入力画像か

らバーコード部分を検出できなかった。実際に利用
する場合の移動速度は800mm/s(3km/h)程度必要で

あると考えられるので、今後入力画像の補正や、カ

メラのシャッタースピードの調整を行う予定である。

5.まとめ

屋内を単独で移動する視覚障害者に対し、部屋名等の位置情報を提供することを目的として、屋内位置案内方法の検討を行った。具体的には、位置情報提供手段としてのバーコードを用いた。その結果、従来の点字標識や点字ブロックに比べ標識の取り付け

や、設置場所の変更が容易となった。さらに、非可
視型バーコードを利用することにより景観を考慮し

た貼り付けが可能となった。動作実験に於いてはヽ
移動速度が200mm/s以下の場合、正確な音声案内

が可能であることを確認した。
今後の課題として、処理速度の向上、装置の小型
化及びバーコード情報の高密度化などがあげられる。
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